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「直ちに健康被害の出るレベルじゃない」が物語る不安！

福島第１原発事故により、１００ｋｍ程離れている女川原発と茨城東海村の東京大学施設で、放射線量の数値が上がったことが報道されました。これらの数値に専門家は、「直ちに健康被害の出るレベルじゃない」と解説を繰返しています。でも、生涯にわたる健康被害はどう評価しているのでしょうか。放射線量が上がることは、環境中の放射性物質の濃度が濃くなったことを意味し、内部被ばくの危険性、健康被害の危険性が高まったことは明らかです。ヘリコプターで救援に向かった米兵から、自然界からの放射線を１ヶ月浴びた程の放射性物質が検出されました。自然界からの被ばく線量／年は、２４００μＳＶ（マイクロシーベルト）とのことから、「約２００μSV／月」程の放射線量です。また、胸部CT（６９００μSV）などの放射線量と比較する解説が行われていますが、日本の医療被ばく線量は世界的に群を抜いていることが指摘されています。　自然界からの被ばくは避けようがありませんが、これに人工放射性物質が負荷される以上、内部被ばくの危険性が増大することは明らかです。本日の政府発表によると、福島第１原発周辺での１時間当たりの放射線量は、３０～４００mSV (ミリシーベルト)と伝えられました。ｍSVはμSVの１０００倍の単位。一夜にして事態が深刻な方向に進んでいます。４００ｍSVの作業員被ばくが問題化していません。通常、原発敷地境界の年間放射線目標値は、０．０５ｍＳＶですから、通常の８０００倍という異常事態です。被ばくによる将来的健康被害について、既に「因果関係の判断は難しい」との解説が飛び出しており、被ばく被害が隠ぺいされそうで心配です。

原発の使用済核燃料プールが冷却不能？！　汚染拡大の危機！　

原発で使用された核燃料は、原発敷地内にある貯蔵プールで冷却管理され続けられます。爆発した福島第１原発の1号機、３号機の貯蔵プールは、ちょうど爆発した当たりに位置しているそうです。点検中の4号機の貯蔵プールが冷却できない状態に陥り、プール内の水が減水して水素爆発を起こし発火したようです。自衛隊と米軍が消火に当たったとの情報もあります。この爆発・火災により、放射性物質が環境に漏れ出ており、深刻な事態に陥っていることは、「４００ｍＳＶ」の数値が物語っています。4号機の爆発は、朝6時頃に起こっていることから、なぜ、健康や生命にかかわる情報がスピーディーに出てこないか、不信感が強まります。政府は、福島第１原発の２０～３０㎞の範囲での室内待機を呼び掛けました。大地震で被災した方は、着の身着のままであり、食料も水もない状態の中でいつ終息するのかわからないまま室内待機せざるを得ません。しかし、家族の安否が確認できない方は、被ばくと引き替えに、今も家族を捜しているのではないかと思うと本当に原発事故に憤りを感じます。

原子力機構本社・東海事業所も被災！　被害は本当にこれだけなの？！　　　

3月11日発生した大地震により、原子力機構本社や東海再処理工場、高レベル廃液タンク及び貯蔵管理施設などがある東海村の揺れは震度６弱を記録。そして昨日も震度４の揺れに見舞われています。原子力機構のホームページは、しばらくの間ストップし、昨日も見ることができませんでしたが、３月13日付けで「今回の地震発生以降、原子力機構の研究開発拠点における施設、設備、機器等について検査しました。現在のところ、一部の設備・機器等に損傷はあるものの、環境への影響や火災等、また重篤な怪我等はありませんでした。また、東京電力の福島第１、第2原子力発電所の緊急事態に対して、現在、原子力機構は国の要請を踏まえ、全力を挙げて支援しています。」との発表を掲載。文科省の要請により、３月１２日10時頃からヘリコプターよる環境放射線モニタリング活動。3月13日からモニタリング車によるモニタリング。移動式全身カウンタ車、移動式体表面測定車及び身体洗浄車を出動させたようですが、原子力延命のための事実「隠ぺい」問題が起きないことを願うばかりです。　
















